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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性電解質であるGlyclneが緩衝作用が強力であ為こ

　　　　　　　　第1箪緒　雪　　　　　とから使用されるようになり，Cornell⑯，松野⑭，

　消化性潰瘍の治療にアミノ酸を使用する考えは古く　　山形⑰，柳閏⑯らの陥旅経験がみられ為。雌近では

からあつた。最初，Histidiロeが著効を示すことが報　　　1－Glutamineの抗潰癌作用が謝められ，圃粘膜の澱

告されたが，その後，i爽験的にあるいは臨床酌にその　　瘍に対する抵抗性や修復憔を増強するとされている⑭

効果は否定された①。本邦でも王子ら②は胃・十二指　　　⑳。以上がアミノ酸の消化憾潰鰯治療の歴史的嚇鐡で

腸潰瘍にHistidineを使用し，　Caseinとの併用は　　　あるが，要するにアミノ酸が潰鶏に対する岡粘膜の撫

著効があるがHistid圭ne単独では効果の少ないeとを　　　抗性を増強することは請嫁の一致してみとめるとζろ

報告している。総合アミノ酸あるいは蛋白水解物によ　　　である。しかるに，消化性潰瘍におけるアミノ醸動態

る胃・十二指腸潰癌の治療についてはVanzantら③　　　から澱瘍に対する腎粘膜の抵抗憾を追求した研究は翼

が年長者で低栄養患岩に有効であると報告し，また静　　　当らない。私は第1編で胃潰瘍ならびに闘癌患湖の甥

注すると，しばしば胃分泌が上昇することを槻察して　　　大網動。瀞脈の遊離アミノ酸を比較し，また切除した

いる。LeVyら④はアミノ酸混合物は胃内に注入され　　　胃粘膜のアミノ酸含有澱を測定して胃におけるアミノ

る場合，効果的な緩衝物質であり消化性潰瘍の臨床的　　　酸動態の一端を明らかにした。本爽験はこれらアミノ

治療に使用しえ，胃出niL時にも与えうることを示し　　酸がどのような抗潰瘍作用を有す篭）かを証明する臼的

た。また蛋白水解物による高栄養治療は急性消化性潰　　　で行われたものである。

瘍を速やかに静止の状態にもたらす効果力ζあつて，潰

瘍患者の体位と力を同時に恢復するが，それらの改善　　　　　　　　　　第2魔　案験方法

は制酸作用と同時に組織構造に容易に同化される物質　　　ラツテに爽験的腎潰瘍をf乍製するためにWistar系

を供給することにある⑥⑥⑦⑧。しかし，螢1動水解物　　　雄性の成熟ラツテをユ週間にわteり実験鋤物中央砂1擁

の静注では胃液の分泌充進がみられ，また．闘内温…　　所製CE－2圃型食で飼育し，体重150～2002mのもの

入ではacid　reboundが観察された⑨⑩⑪⑫。この　　　を用いて，1群5匹とした。24時間は飢餓として水だ

agid　relboundは，一般に，幽門前庭部の粘膜とアミノ　　　け与えたのち浅いx　一・テル麻癖下に無繭的に胴腹し

酸の擾触によるgastrin分泌刺戟によるとされてい　　　て，噛門に接する下部食道と幽門輪とを総糸で結紮し

る⑭．以上の如く溺白癬伽瑚馳注入力・・cid　たのち羅創醐鎖した⑳⑳⑳．離か酪アミ職

reboundのために逆効果をもたらすことからアトロ　　溶液5ccずつを3時間ごとに8圓，即ち金愚40ccを背

ピンを併用して，1時間ごとに分注することが試みら　　部に皮下注射した。24時間後にエ　一一　V’ル麻酔下に鰍

れよい成績をあげた⑭。しかし，飲用するに味がまず　　　径部に小切闇を加え大腿静脈を露繊し慮接洗射針にて

いこと，高価であること，そして分注するには操作が　　　穿刺採血し，その血1漿の蛋肉質鍛，GOT，および

煩雑なことより次第に実施されなくなつた。その後両　　　GPTを驚最した㊧⑳。次いで開腹して糊を摘出し，
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胃液を採取してその蹴，pH，遊離塩酸総酸度，お　　　　5例のラツテ全例に潰揚の発生をみなかったのは，

よびPepsir1を測定した。　pHは水素イオン濃度試　　3％Gly液，3’％　GI　LI酸Na液，3％Ala液，3％Pro

験紙漂準変色表を，遊離塩酸と総酸度は’rδpfer－一　　液，3％Thr液，および3％Arg液などの6種類のア

Michaelis法を，そしてPepsinはTyrosin⑳法を　　　ミノ酸液負荷群であつた。次に5例中1例に澱蕩の発

用いて測定した。胃粘膜の病変については潰瘍，大工　　生したのは3％Glu液，2％Ph－A1a液，30／o「rau液，

Ptジォソ，小エロジォソ，および出血斑について検索　　および3％Lys－Hc1液の4種のアミノ酸であつた。

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし，3％Lys－Hc1液の場合には浬ま瘍の発生したラ

　アミノ酸溶液は次のごとく作製した。即ち単一アミ　　ツテは鐸孔のために死亡した。5例中2例に澱瘍の発

ノ酸を滅菌蒸溜水に樒解して3％アミノ酸溶液とし，　　　生したものは，0．5％Asp酸液，3％Ser液，1％Meth

演解度が低いものは鹸大溶解度よりやや低い濃度の溶　　　液，2％工・－leu液，および前述の生食水を魚荷した群

液を作製した。対照としては生理食塩水を用いた。　　　　であった。また5例中3例に潰瘍の発∫i三したアミノ酸

　1）　生理食塩水（生食水と略す）　　　　　　　　　　致荷群は，2％Glu酸液，3％Lys液，3％His液，

　2）3％L－A1anine溶液（3％Ala液）　　　　　3％Va1液，オsよび2％Leu液であつた⑰3％Lys液

　3）3％L－Arginine溶液（3％Arg液）　　　　　　　負荷群は全例，3％His液負荷群では4例が24時搾轟1以

　4）0・5％L－Aspartic　acid溶1夜　　　　　　　　　内に死亡した。りごに5例中4例に浪瘍の発生したのは

　　　　　（0・5％A・p酸液）　　　　　　　3％M・th液のts9であつた酸1，図D。以上力・ら，

　5）3％L－Glutalnine溶液（3％Glu液）　　　　　　生食水黄荷群に比絞して潰癖発生を阻il二したと推測さ

　6），2％L－Glutaln量c　acid字徽（2％Glu酸液）　　れるアミノ酸【渤1噸存在すること力朋らかとなつ

　7）　3％L－Na－Glutamic　acid滞さ液　　　　　　　　　　　た。

　　　　　（3％Glu酸Na液）　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　輿験的圏液瘍窮生状態とラツ

　8）3％Glycine溶液（3％Gly液）　　　　　　　　　　　　　　テの体重の変動、胃液の性状，
　9）　　3a／oL－・Histidine溶君吏　（30／oHis　液）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血漿蛋白質鍛，　」虹塾翼iGO「r，　お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　10）2％L一工soleucine溶液（296工・－leu液）　　　　　　　　　　　　よびG　P　Tについて

　11）　2％L－－Leucine溶液　（2％Leu液）　　　　　　　　　　　　　　　　　第1芝質　　体餐璽の変鋤

　12）　3e／oL－Lysine溶液（3％Lys液）　　　　　　　　　ラツテを24時間飢餓にして水だけ与えると10～15

　13）3％L－－Lysine　Hc1溶液（3％Lys－・elcl液）　　　　9nzの体重減少が認められるがt肇禰作製後生食水を

　ユ4）1％L－Methionine溶液（1％Meth液）　　　　　皮下淀射すti」と5例平均1，0flmの増加でほとんど変

　コ5）3a／eL－Methionine溶液（3％Meth液）　　　　　動がない。各種アミノ酸水溶液を皮下注射して潰瘍発

　1β）　20／eL－Phenylalanine溶液（2％Ph－－ala液）　　　生が翻められなかつた群から3％Gly液，3％Glu酸

　ユ7）3％L＿prQline溶液（3％pτo液）　　　　　　　Na液，3％pro液，および3％Ala液群。1例に潰

18）3％L－Serine溶液（3％Ser液）　　　　瘍の発生した群では，3・／eGlu　ma，および3％Tau液，

　ユ9）3％L－Threonine溶液（3％Thr液）　　　　　漫瘍が2例発生した群からは3％S¢r，および2％

　20）　30／eL－－Taurine溶液（3％Tau液）　　　　　　　工一・leu液負荷例に体重が減少している。即ち，潰瘍

　21）3°／・L－・Valine溶液（3％Val液）　　　　　　　　の発生の少ないアミノ酸魚荷群に比較的多く体重の減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少がみられた。反対に椴瘍の発生の多いアミノ酸負荷

　　　　　　　　第瞳勲成績　　　　禰ごは纒の増加する傾向がみられた（図2）。傾

　　　　第1節　各種アミノ酸と胃粘膜病的　　　　　　　の増減と腎液愚を比較すると，体重が増加したラツテ

　　　　　　　所見との関係　　　　　　　　　　　　　では留液鍛も多い傾向がありt特に，0．5％AsP酸液，

　冑粘膜の病的所見として潰瘍，大エロジオソ，小工　　　3％Val液，2％1－1eu液，1％Meth液，および生食

ロジオン，および出血斑の4項目について検討した。　　　水負荷例に霧液の：蹴が多い，しかし3％Arg液と3％

エロジナソと潰瘍は生成機転は同一で陣害の程度の差　　　Meth液負荷群では体重は増加して闘液の蔓辻は少な

と考えられるが，以下は特に障害の大きい潰瘍に藻つ　　い。また，死亡例の多い3％LyS液と3％His液‘り場

いて記述する。対照の生食水負荷群は5例中2例に潰　　　合は胃液の量ば少なく，他の原囚により死亡したもの

瘍を発生し，しかも前胃に変化が多い。、これに反1、　　と考えられ；5。体重の増減と煎L漿蟹白質鍛との間には

て，各種アミノ酸皮下注射群では，一般に腺賢に変化　　　相関々係1＃　／i忍められない。

が現われて前霧の病変は少ない（畿1）。　　　　　　　　　　第2狽　摺液の性状（袈1，図ID
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表　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爽　　　　験　　　　的　　　　岡　　　　澱　　　　癌

Nor皿al　Saline

3％Glycine

3％レNa－Glutamic　acid

3％レPr。line

3％レAlanine
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3％L－Arginine
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3％L－Lysine　Hcl

O，5露L．A、p。，tic　acid

2％LrSerlne

1％レMethionine

296L一工soleucine．

2％L－Glutam［ic　acid

3％L－Lysine

3％L－Histidine

3％L－Valine．

2％L－Leucine

．3％L｝Methionine

　　　正　　常　　例
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成　　　績　　　一　　　覧　　　蓑

胃

蓼引潰瘍
2
（6）

3
（7）

　3
（6）

　4
（12）

　4
（10）

　2
（2）

　4
（7）

　2
（3）

　1
（1）

　　1

（2）

　4
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　　3
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　　3
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　　3
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　　5
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　　1
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　　1

（1）
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　　3
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t。，。1，4
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胃　　液　　の　　性　　状

量

7．6

5．98

4．3

6．2

4・．6

6，2

3．1

4．3

5．8

4

5。75

9．8

4，93

8，1

6．1

4

1，1

2，7

6，9

7

3，24

PH

1，5

1．6

：t．73

1．．5

2，21

1．6

1．47

1．48

1．68

1．51
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1，6
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1，52
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ユ，76
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塩　酸
〔疏§q／4）

51，8

53，8

40

40，4

27，8

55，2

41．4

55．4

51

49，8

32．5

47，8
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37

45．6
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40，4

47．2

56．2

59，4

37，2
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81。4

79，4

53

60．4

62
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54，4

75，4

80．75
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61，8
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70，2
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（×10一5
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251，3
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69，2
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30，4

79、8
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66．25

42．5

107．1

31，5

そ　の　他

管理露子L馨二よる

死　亡1例

全例死亡

4例　死　亡

（註）X各群5例
　　　　　2．胃粘膜の所見，上段の数字は例数，　（）内は病変の総数

　　　　　3。その他の数値はすべて5例の平均値を示す。
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例
数

20
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5

図1　　　各種アミノ酸皮下注射ラツテの胃粘膜所見

騒郷翻…ジ・・懸’i・mm…口・血・

　　　　℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ロ

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

　　　　　di　　　　　　　　　　　　　　　　　．E　　　　　　　　　　ra　　　　　　　　　　　　　6

　　　　co

　胃液の量は前述のごとく潰瘍発生頻度と平行関係が　　　3％Ala液，3％Pr。液，および3e／oArg液）では低

みられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，3％Gly液および3％Thr液群では高い働を示し

　胃液のpH，対照の生食水負荷群はpH　1．5であっ　　　た。澱瘍の1例発生したアミノ酸負荷群中では，3％

た。3％Ala液負荷群のpH　2・21を除いて他はpH　　GIu液と2％Ph－ala液負荷例は高く，3％Tau液と

1・48・Vユ・80の問に存在する。対照に比較して潰蕩発生　　　3％Lys－Hc1液の場合は低い。また潰瘍の2例発生し

の少ない3％Gly液・3％Ala液・3％Glu酸Na液・　　たアミノ酸負荷群では全例に低い瞳を示し，更に澱瘍

および3％Thr液負荷群などでは比較的高く，潰瘍　　　の3例発生したアミノ酸負荷群では3e／eVal液と2％

発生頻度の高い群では比較的pHは低い傾向がある。　　　Leu液の場合が高い値を示した。全般的に潰瘍の発

　　胃液の遊離塩酸と総酸度　　　　　　　　　　　　生数と酸度との間には密接な相関々係は見出されない

　生食水負荷群の遊離塩酸は総酸度は51．8mEq／4，　　　が，各アミノ酸の化学的性質と酸分泌は関係している

総酸度は8…4mEq／eであつた。対照eu比較して胃潰　ように思われる。

瘍の発生しないアミノ酸鮒群（3％GI・酸N・液，　　胃液のP。p，in
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図　2　　突験的胃澱瘍発生頻度と体重の増減，胃液の量および

　　　　血漿蟹白量との関係
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　生食水負荷群の55・16inEq／4に較べてアミノ酸負　　　度とは平行関係がみとめられた。

荷群は全体に高い値を示し，ことに3％Lys－Hc1液　　　　　第3項　血漿GOTならびにGPT

と3％Meth負荷群に著しかつた。しかし・潰瘍の発　　　　　血漿GOT

生しなかつた3％Gly液，3％Glu酸Na液，3％Ala　　　正常ラツテ5例の平均値が96。7K．　U．に対して対

液，および潰瘍1例発生の30／oGlu液の場含は低いこ　　照の生食水負荷群は169　K．　U，であり，3％Glu酸Na

とは特徴的であり，全般的に潰瘍の発生とPepsin濃　　　液，3％Pro液，および3％Lys－Hcl液例でば比較的
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図3　　　　　実験的胃潰瘍発生頻度と胃液性状との関係
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低い値を示し，一一me的に潰癌発生数に平行して上鍔す　　　3％Glu液，3％Tau液，1％Meth液，および2％

る傾向がみられた（図4）。　　　　　　　　　　　　　Glu酸液負荷群は比較的低い値を示した。そしてGO

　　」血漿GPT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tと同様に潰揚発生数の多いものに高い値を示す傾向

　正常例の31・5KU・に比較して，対照の生食水負荷　　　がみとめられた（図5）。

群の平均29・1K．　U・であつた。3％Pro液例は23K，　U．

で最も低い。その他のアミノ酸負荷群は対照群より高　　　　　　　　　　　第4章　考　　案

い値であるが，その中でも3％Ala液・3％Arg液・　　　　’ラツトに実験的胃濃瘍を発生させる方法は数多い。
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図4　　　　実験的鴨潰傷発生頻度と血L清GOTとの関係
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Shay⑳はラツテの幽門輪を結紮することによつて胃　　　の消失があり，7El聞で28％の消央があることを観察

潰瘍を発生させる簡単な方法を見tiilした。潰瘍は最も　　　しており，またShayらは2日間の飢餓だけでは潰蕩

著明に葡胃に発生し，次いで幽門部に多く，体部串こは殻　　　は発坐しないと述べている。しかし，術前に与えた食

も少なく，潰瘍は緩爾されない留液が十分な錨：で十分　　　物の種類と飢餓時間が澱瘍発生に影響するので嚢験に

な時間胃に存掘するときに娼現するものであり，明ら　　　あたり厳重な条件の規審が必要であるといわれる⑳。

かに胃液の酸とPepshnによるもので，この方法は体　　以上より薯者は前述のような実験衆件を用いた下部食

液性1岡酸剤あるいほ抗澱瘍剤に対する分析方法として　　　道と幽門輪結紮ラツテは純粋な胃液が採取可能でアミ

使用し褐ることを推奨した。Shay潰瘍の発生機序に　　　ノ酸の潰瘍阻止効果を観察するに適していると思われ

っいて，Jonesら⑳はストレスを最も重要な悶子と考　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

えており，東城⑳は幽門部を結紮すゐと幽門郎を機械　　　　既述のごとくShay澱瘍は前腎に∫醸，多く発生する

的に刺戟して酸分泌が生ずることを報告しておりtま　　　ことが特微とされているが，本実験で前胃に澱瘍の発

た，大井⑳は澱瘍は主として前胃にだけ発生すること　　　生したものは対照の生食水のほか0．5％Asp酸液，

からShay潰瘍は非壁細胞区域に発生することを特　　　3％Ser液，2％1－leu液，および2％Glu酸液：を皮下
微としていると記述している。Addis⑳⑳らは白ネズ　　注射した群で他の多くは前1恥こ変化はな、・かli猛徽であ

ミを飢餓にすると2日間で冑腸管から3～4％の蟹白　　った。
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図　5　　響ミ験的冒潰瘍発生頻度と並1満GPTとの関係
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　　各種アミノ酸負荷により潰蕩の発生しなカ・つたアミ　綿に容易tll利用＄2z得るアミノ酸がより多く効馳現

　ノ酸は3e／eGly液，3％GILI酸Na液，3％Pro液，　　わしたと考えられ叢）。

　3％Ala液，30／oThr液，および3％Arg液の6種類　　　　対照群より天きいll捌i膜1寧害のみられたアミノ負荷

1であり，比較的効果のあつたのは3％G工u液，2％Ph一　　群について検言1寸を加えると，3％His液は潰瘍が5例

　ala液，および3％Tau液などの場合であつた。　Gly．　　中3例に発蛋し，4例は死亡した。　His，の抗澱瘍作

　は両性電解質として胃液酸度中和作用により効果の　　用は否定されており⑳⑳⑰，高濃度に与えた場合新

　あることが報告されている⑩㊥。Glu．はアミノ酸　　　弁㊥は胃の滋細胞萎縮変性の傾向で頼粒の染出イく良，

　代謝の重要物質であり，ムロ蛋白の構成々分である　　　勢細胞染出が良好であると述べている。Leu．⑳⑩は

　Hexosamineの生合成にあずかり，ムチンの合成を　　　創傷治癒に対しては促進的に作用す為と報告されて

　促進し潰瘍の治療によい影響を与える。また胃粘膜の　　　いるが，本実験で儲多くの習粘膜陣審がみられた。

潰瘍に対する抵抗性や修復性を増強するとの報告もあ　　Meth．は最も大きい変化を示したが、高濃度に与える

る⑰⑳・本轍でとく麟瘍阻ll・蜘匙の加たP・。．，　と諸麟罎轍性姓じ，　C、｝，．e＃．・M，・h．過轍与

　Ala．，およびTau．などにっいては潰蜴阻丘彊関する　　　による非特異的中穏作朋と説明されている⑳。

　文献は見当らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　血漿GOTおよびGPT値から観察すると，潰瘍発

　　これらのアミノ酸を中間代謝の面から考察すると　　生の少ないアミノ酸魚荷1洋ではGOT，　GPTが低い

　（図6），潰蕩の発生がみられないのは糖産生性アミノ　　　値である。これは組織障害の少ないことと同時にアミ

酸を皮下漆射した場合であり，潰瘍の発生を阻ILでき　　　ノ酸の中間代謝が円滑に行われている一端を示いぐい

　なかつたアミノ酸はそれらより更に複雑な代謝過程を　　　るものと思われる。0．5％Asp酸液を皮下注鮒した群

　とることがうかがわれる。効果のあつたのは非必須ア　　　で血滴GOTとGPTが非常に高値を示したが，これ

　ミノ酸がほとんど大部分を占めている。必須アミノ酸　　　はAsp酸の負荷により非常に多くのOxaloacetate

　はThr・・’Ph－a工a・，および強いてあげればGlu．であ　　が増加したものと考えられる。

　り必須アミノ酸は胃粘膜保護作用が少ないように見え　　　各種アミノ酸皮下注射による体重の糞動と1「1濃瘍の

　る。しかし，突験方法が短時目であるために，代謝過　　　発生との関係は体璽の減少したラツテに胃潰瘍の発生
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が少なく，体重の増加したラツテ｝こ潰塀の発生が多い　　　泌の抑fli・llに塞ついている。3％Glu酸Na液，3％Pro

傾向があつた。体重の増加は皮下注射したアミノ酸の　　　液，3％Ala液，3％Lys液，および1％Methなど

体内への貯溜によるものと考えP｝れ，総合アミノ酸溶　　　は低く，3％Gly液，3％Thr液，3％Glu液，3％Val

液の皮下注射により留酸分泌の冗進が観察されてい　　　液、および2％Leu液の場含は高い。これらは個々

る⑨。木実験において，胃液の超：は潰瘍発生のないも　　　のアミノ酸の留分泌に対す著，作用の論を示しており，

のは習液の量少なく潰瘍発生に平行し層（胃液量の増加　　　濃瘍響発生頻度とはとくに襟接な相互関係は見出し得な

がみられた。即ち，3％Glu酸Na液，3％Ala液，　　　　い。

3％Tau液，および3％Glu液負荷群では冒液の量が　　　　　　各種アミノ酸皮下注射の冑液PHと

少ない。生食水0・5％Asp酸液，3％Va1液，および　　　　　　Pepsinに対する影響について

2％Leu液魚荷群などには胃液のfl｝：が多い。これら物　　　Pepsil1は質の主要な蛋白分解酵素であり，その不

質は，あるものは胃分泌を抑Hiljし，あるものは刺戟す　　　活性i〕il（駆）物質1）epsinogenとして主細胞の中に會

る作用を有することが推測される。また死亡例の多い　　　まれている，，Pepsinogenは恐らく細1抱内でユnl中から

3％Lys液，3e／ol－lil液，および3％Meth液などは　　　取入れたアミノ酸から合成されるだろうが含成分泌過

胃液の昂：は少ないが休戯の増加がある。アミノ酸混合　　程ほ傭られていない⑱。そしでPepsiU活姓化の纂適

溶液による職蕩の灘1の際｝こ灘ゆ発生醐毘告され　pHは．1．・．・2－・2とさ2vcいる⑲⑬。

ており③水分の過剰注入諺｝るいは高濃度のアミノ酸　　　本爽験でほ各アミノ酸負荷群は，ほとんどpH工～2

温によ獺榔幣と水f｝代謝嬬姓じたもの拷　の間にありP・蜘噺性の梱，好鮒輪肺。なかで
えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も潰瘍発生の争いアミノ酸群に紙く，澱瘍発生のない

　　　樋アミノ繍腋皮下欄寸のラツテll腋　　　Gly・，　A1・，，お、kびP・。，などで1批較1、稿い侮馳示

　　　酉鍍に及ぼす影響　　　　　　　　一蛾｛向瀦糠趣た。F・nkら⑪によれば，離の減
　潰筋の発生病理に塩酸の重要督｝三はもはや疑う鱗地も　　瘍によりtissue　debrisは一部酸性を申和する。し

なく，効果的な薬物療法ならびに闘切除術は酸性1玉1分　　　か1．，概して高度の潰瘍形成は比較的低いpH値を俸

図　6　　　　・各種アミノ酸代謝過程における相IZ？二関係

　　　　　　　　　　　　（荒谷・他⑭）
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つている。岡部⑯は胃液PepsinとpHとの関係に　　　の潰瘍発生状態を観察した。

ついてpHとPepsin濃度およびPepsin分泌盤　　　1）全く潰瘍の発生をみなかつたのは3％レGly一

との間には大凡そ逆相関々係がみられると述べてい　　　cine溶液，3％L－Na－Glutamic　acid溶液・3％L一

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alanine溶液，3％L－Proline溶液，30／eL－Threonine

　本実験でも潰瘍の発生のないラツテではpHが比較　　溶液，および3％L－Arginine溶液の6種のアミノ酸

的高くPepsin濃度が低い事実を認めた。以上各種ア　　　液を皮下注射した群であつた。5例中1液に澱瘍の発

ミノ酸負荷時ラッテ胃潰疵発生状況と胃液の性状にっ　　生したのは3％L－Glutamine溶液，2％L－Phenylala一

いて総括すると，潰瘍・の発生しないか，発生数の少な　　　11ine溶液，3％L－Taurhle溶液，および3％L－Lysine一

いラッテでは胃液の量が少なく，酸匿が低く，pHが　　　Hc1溶液な皮下ill射した群であつた。

比較的高く，Pepsin濃度が低い。潰瘍発生の多いア　　　2）　胃潰瘍の発生の少ないアミノ酸負荷群でに体徽

ミノ酸君羊はこれらの逆の傾向が認められた。　　　　　　の減少がみられる。反対に，澱瘍の発磁の釦いアミノ

　消化性澱瘍に対する組織の抵抗性について，Kir一　　　酸負荷群では体重の増加がみられた。

schner　J，　B．⑳は限局性あるU・はびまん性の既存す　　　　3）　体煎の増減と胃液の盤は平行関係にある。しか

る組織の脆弱性が澱瘍発生における…つの重要な因子　　　し体重の増減と並エ漿蟹白質盤との問には相闘々係1紺象

であり，なかでもt上皮細胞の再生速度，粘膜，胃お　　　とんどみとめられない。

よび十二指腸に対する1愈L管分布における袈化が窺要で　　　　4）　閥潰瘍の発生と胃液の性状との闘係。胃澱瘍発

ある。またその他の機構の可能性が含まれているが，　　　生の少ないアミノ酸負荷群では胃液の分泌が少なく，

その本態は知られていないと述ぺている。アミノ酸代　　　陶夜酸度が低く，PHが圭ヒ較的高く，しかも1？epsin

謝も古くから考えられている組織抵抗性の慮要な囚子　　　濃度が低い。潰瘍発生の多いアミノ酸負荷群では，こ

である。しかしながら，腎疾患の存在する習に関して　　れらと逆の傾両がある。

アミノ酸動態の研究は少ない。薪春は第1編において　　　5）更に，第1編に報告した胃十二指腸潰瘍患岩に

得た胃疾患のアミノ酸の病熊生理と本爽験の各種アミ　　　おけるアミノ酸の動態と本契験の各種アミノ酸の爽験

ノ酸の実験的腎漁瘍阻ik効果について検討を加えた。　　的周澱瘍阻lk効果にr）いて検討を加えると，野1一二摺

先ず，胃潰瘍患岩の胃火網動脈および静脈血漕中に多　　　腸潰瘍患渚の閾大網動・静脈血消中に多く禽まれてい

く含有しているGlu・，　G1u酸・Ala・，　Gly・，および　　　　るGlutamine，　Glutarnic　acid，　Alanine，　G｝ycine，

Thr，などに潰蕩阻止効果が大きい。胃大縞動・静脈血　　　およびThreonineなどに実験潰瘍の阻止効果が強

清を比較したアミノ酸動態から検索するとG1・・Glu　い。鋤瀞脈血㈱のbヒ較から，静脈血満中に多く含ま

液要Ala・，　Pro・，　Thr・，　Arg・，およびTau・など潰　　　れているGlutamine，　Glutamic　acid，　Alanine，

瘍阻【L効果のあったアミノ酸はすべて静脈血満中に多　　　Glycine，　Proline，　Threoエline，　Arginine，および

く含有されていることが注目さ｝Lる。　　　　　　　　　Taurineなどに実験澱瘍の防止効果が大きい。

　次に、胃粘膜遊離アミノ酸については胃粘膜申に含　　　6）　胃十二指腸潰瘍患者の1琴粘膜遊離アミノ酸に

有蚤の多いGlu・，　Glu酸，　Tau．，　Asp酸，　Ala・，　　ついて検討すると，胃精膜中に含有鍛の多いGlu－

Gly・，およびThr・などに潰瘍防S．t．：作用が大きいこと　　tamine，　Glutamic　acid，　Taurlne，　Alanine，　Gly－一

が明らかとなつた。更に，胃体部，幽門部そして十二　　　cine，およびThreonineなどに突験潰瘍の防11：効

指腸粘膜に移行するにしたつて含有量の増加する傾向　　　果が大きい。更に，鴨体部，幽門部，そして十二指腸

のみられたGly．，　Ala．，　Pro．，　Gys．，およびMeth，　　粘膜に移行するにつれて含有撒の増加する傾向のあ

のうちGly・，　Ala・，’およびPro、は著しい濃蕩阻止効　　　るGlycine，　Alanine．　Proline，　Cys，　tine，および

果を現わした。これは潰瘍発生に対する圏粘膜組織の　　　MethionieのなかでGlycine，　Alanine，および

抵抗性と考えてもよいものと推測された。　　　　　　　Prolineには著しい潰瘍防d：作用がみられた。これら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は消化性』澱揚発生に対する組織の砥抗性と考える。

　　　　　　　　第5牽　結　　議　　　　　　　　　　　　7）　血漿GOTおよびGPTとi爽験潰甥発生との間

　99　］編で胃十二指腸潰瘍と胃癌の患者におけるアミ　　に相関々係がみられた。

ノ酸の病態生理について記述してきたが，これらのア

・肇胃潰瘍・蹴撒いU・蹴に嫌恩麟講濃撲難舗凝難繋
関与しているかを究める贈で・鏑1鰭と醐輪と　煽益な礁勒融頂、刺・林融瀕に心からewし
を結紮したラツテに各種アミノ酸溶液を負摺し賀粘膜　　　申上げるとともに，御協力をいただいた教室貴各鍮に
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